





































































－ － ゆ 者 見












































































































































































































































































に渡すことを命じた。」ともあって入港して来 蘭船に対する派遣の蘭人が二名になったこと。また派遣の日的が、幕府の禁制しているロlマ旧教の品 入港前にこ ごとく始末せ めるべき指示書類を手交するためであ も理解され 。
このような入港
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ずっと温和でありまた感勲である 乗組員のためにも若干の飲食物を要求して、返礼に お金や、武器や 弾薬などを提供して、供与された物品に対する報償を少 で 受け ように勤めたが、駄目であった。これは気前のよさから来ているのか、或は要求に応じ ければ苦しめられるという想像 下になされたのか、臆断できない。然しながら本艦 出港を極度に念願しているよう 見えた。充分特記 値す ことであり、かつ非常に驚くべきことは、本艦に来 ことを如何 懇願しても聞き入れられな ったこ る 帝国軍艦フェ
l
＊ 








































































































































































































































































































































































































日 は令かるあはこをし 無 。な い発あ砲ろた い の い 船
本なをつこる友と静 、装しさ。しろでう場 る命うが
のらよ日とか好がか 人 備 か れ な な う あ と合 通令わ湾
長なく本は ら 的 出 に 質のしるぜれとろもに 常 の け 内
崎 い守人な不で来岸 と小投かなけもう 、よ のあがか
商 。ら のい安 、る壁 し舟錨ららばーとそく 儀 る あ ら
館 な云。 に 吋 。へてをしで敵な号空れ守 式まろ出











































































































































































































































































































































































































































－ 一 付 此 段


































































































た来船に対し策合せを行い蘭船と確認をする。そ うえで入津の許可を与える。入津後は 直ちに人別改を行い 積荷目録、乗船人名簿により点呼、諸注意 与え、出品の商館長室で阿蘭陀人風説を聞き、かつ書き留め、翻訳 する。風説書の下書ができたところで中清書のうえ、奉行所の検分をうけ清書し、商館長のサイγ
を得て正式に奉行所へ提出する。奉行は特別使、おそらく宿次
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い ・ のの記はでっつ い 瞭 て年 き書事 る由 に o＇－乗 国
わ フ次 写その 十 あ ててるに 、使りと件以の忠赤 渡掛
ゆラにをれ藤余 る区もこ識い用す右の上で芭の 夜候
るン 、私ぞ文種 0 Jj lj ラと別わする の翌 先 あ六斜 中 ハ
ごス先はれ庫類な出ンで出ゆるこ三年にる 角 線 之
ノ語堅二見異の も お来タあ来 る旗と例 ー示。形 入 儀表
向 の記てつ文あこるン るる 異 のはの八し のり は楢
措喧しいた 書 つのよの。よ国デ 、秘 O た 屋の 右 之
安語たるデ中た旗 う 位 夜 う 船 ザ ー 密 九フ 根信 之 上
主主オのザによの に置のに とイ 年文年エ 付号 燈 ニ
Lー 認ラでイ十う デしと入工蘭ソご 書の l き旗 篭図
「めンあンーでザた数津夫船をとで秘 ト 燈を 壱 之
二たダるの種 、イ 模にでしと 変には密 ン 篭表 ツ如





























九）の「風説書」には「覚」と題す 「一ノ印」に対する返書が「壱番船積荷物 出し」ととも ついてい 。天保六年ハ一八三五）の和蘭
（お）






























。無御座候かびたんへとる外ニ役懸之者四人ゴ 一 拾 四 人ヨ廿九人蘭人u r五 人 閉 山 坊
というのがそれである。弘化四年、嘉永二、三、四年、安政元、二
、同年の各年度にもそれぞ
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